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２０１8年の健康を祈願し、患者さまへ 
       手作りの紅白餅をご用意しました 

▲ティラミスは 
  料理長オリジナル 

＜ＭＥＮＵ＞ 
・サーモンポワレ2色のソース 
・農園ケールとウインナーのキッシュ 
・いちごのティラミス 

今年も料理長らが腕を振るい、素敵なクリ 

スマスランチを患者さまにお届けしました。 

メインのサーモンの横には、ジェノベーゼツリーが並び、

キッシュには星を添えました。また、デザートの「いちご

のティラミス」は料理長のオリジナルです。クリスマスを

演出した素敵なランチをご堪能いただきました。 

当院では2017年の締めくくりとして、外来診療最終日に診察に

来院された患者さまに、紅白餅をお配りいたしました。 

患者さまの健康を願い、一つひとつ真心込めた紅白餅です。 

今年も病院長、副院長が忙しい時間を割いて協力くださいました。

スタッフによる手づくりのため、形は不揃いですが気持ちを込め

て作っております。美味しく召し上がっていただければ幸いです。 

長谷川病院スタッフよりまごころを込めて・・・ 

▲気持ちを込めて作りました ▲院長、副院長もまごころ込めて ▲受付スタッから患者さまへと 

今年も“おせち料理”で新年を迎えました。 

おせちの中でも“きんとん”は、契約農家の有機栽培された

さつま芋を使用しており、芋本来の甘みを活かした逸品です。 

主食には、お餅の代わりに“お赤飯”をご用 

意いたしました。“おせち料理”に込められ 

た意味は、私たち病院スタッフの患者さまへ 

のまごごろでもあります。 

今年も美味しい食事を患者さまに提供できる 

よう努めて参ります。 

おせち料理でお正月気分を・・・ 

▲２０１８年年明けも“おせち料理”で 

▲リハビリスタッフの音楽隊による演奏 

▲おせちのキザミ食 

▲副院長の菊池が 
  三線（サンシン）”を 

今年最後となる院内イベントのクリスマス会では、

副院長の菊池がゲスト出演をしました。 

患者さまへのクリスマスプレゼントに、珍しい沖縄

の楽器“三線（サンシン）”を奏でて「海の声」を

スタッフの歌声と共にお届けしました。 

またリハビリスタッフによる音楽隊が、クリスマス

ソングをメドレーで演奏し、終始楽しいクリスマス

会となりました。 

最後にスタッフからのメッセージカードが患者さま

おひとりお一人にプレゼントされ、それぞれに目を

通していらっしゃいました。 

▲スタッフの伴奏で「海の声」を・・・ 

▲長谷川特製クリスマスランチ 

デイケアセンターでは、少し早めの“クリスマス会”を開催し、副院長の菊池が 

沖縄本島で“三線（サンシン）”と呼ばれる楽器の演奏し、心和むクリスマス 

会となりました。沖縄の古謡「安里屋ユンタ」など数曲を弾き、スタッフも曲 

に合わせて歌を披露し、沖縄の情景が浮かぶようでした。 

ご利用者の方には、実際に“三線”を手に取り、音を楽しんでいただきました。 

▲珍しそうに“三線（サンシン）”を触るご利用者さま▲ 

▲副院長の菊池が 
 三線（さんしん）を演奏 

▲演奏に合わせ、スタッフが歌を 


